
クローズアップ豊岡

月
31
日
現
在
、
国
内
外
か
ら
20
件

（
約
2
0
0
人
）の
視
察
を
受
け
入

れ
ま
し
た
。

　

教
育
旅
行
・
海
外
ツ
ア
ー
の
受

入
れ
は
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
の
環
境
学
習
、
米
国
や

香
港
、
フ
ラ
ン
ス
の
旅
行
会
社
の

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
や
下
見
ツ
ア
ー

な
ど
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

海
外
か
ら
の
ツ
ア
ー
に
は
、
必

ず
日
本
文
化
の
体
験
を
手
配
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
食
文
化
体

験
は
も
ち
ろ
ん
、
城
崎
温
泉
の
ま

ち
歩
き
や
温
泉
・
旅
館
体
験
、
出

石
城
下
町
の
ま
ち
歩
き
や
そ
ば
打

ち
体
験
、
神
鍋
で
の
魚
つ
か
み
や

餅
つ
き
体
験
な
ど
、
五
感
で
楽
し

ん
で
も
ら
い
、
人
と
で
き
る
だ
け

触
れ
合
っ
て
も
ら
う
よ
う
、
心
掛

け
て
い
ま
す
。

　

豊
岡
滞
在
の
満
足
度
を
高
め
、

戻
っ
て
か
ら
、
豊
岡
に
つ
い
て
発

信
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
し
っ

か
り
と
視
察
や
ツ
ア
ー
の
手
配
を

し
て
い
き
ま
す
。

③
視
察
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

　
　
　
　

ツ
ア
ー
の
受
け
入
れ

　

T
T
I
で
は
、
豊
岡
市
の
取
組

み
に
関
す
る
視
察
、
教
育
旅
行
や

海
外
か
ら
の
ツ
ア
ー
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。

　

視
察
で
は
、
豊
岡
鞄か
ば
ん

の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復

帰
と
環
境
保
全
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
へ
の
取
組
み
、
豊
岡
版

D
M
O（
T
T
I
）に
つ
い
て
の
需

要
が
多
い
で
す
。
本
年
度
は
、
12

　
「
観
光
」を
切
り
口
と
し
て
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
、
豊
岡
観
光
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
Ｔ
Ｔ
Ｉ
）の
事
業
内
容
な
ど
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　

☎
21

−

9
0
0
2

コウノトリ野生復帰について視察

　
成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症

や
知
的
障
害
・
精
神
障
害
な
ど
で
、

判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
の
財
産

や
権
利
を
保
護
し
、
支
援
す
る
制

度
で
す
。
家
庭
裁
判
所
に
申
立
て

を
行
う
こ
と
で
、
後
見
人
な
ど
が

決
定
さ
れ
、
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼�

こ
ん
な
と
き
成
年
後
見
人
が
必

要（
例
）

○�

認
知
症
で
一
人
暮
ら
し
の
親
が
、

訪
問
販
売
で
高
額
な
も
の
を
購

入
し
て
い
る
よ
う
で
心
配
だ
。

○�

子
ど
も
に
障
害
が
あ
る
が
、
親

が
高
齢
に
な
っ
て
き
て
支
援
が

難
し
く
な
っ
て
き
た
。　
　

○�

今
は
健
康
だ
が
、
今
後
自
分
が

認
知
症
に
な
っ
た
ら
と
考
え
る

と
不
安
に
な
る
。
信
頼
で
き
る

人
に
将
来
の
財
産
管
理
を
頼
ん

で
お
き
た
い
。

▼
申
立
て
が
で
き
る
人

　
①
本
人

　
②
配
偶
者

　
③
4
親
等
内
の
親
族
　

　
④
市
長
　
な
ど

　
　
　

▼
申
立
て
に
必
要
な
費
用
な
ど

○
家
庭
裁
判
所
へ
の
申
立
て
費
用

　

�
提
出
書
類
の
印
紙
・
切
手
な
ど

1
万
円
程
度
。
判
断
能
力
な
ど

の
鑑
定
が
必
要
な
場
合
は
3
〜

10
万
円
程
度
で
す
。
別
途
依
頼

料
な
ど
が
生
じ
ま
す
が
、
申
立

て
書
類
の
作
成
な
ど
の
諸
手
続

き
を
、
弁
護
士
や
司
法
書
士
な

ど
の
専
門
職
に
依
頼
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

○�

後
見
人
等
の
報
酬
　
行
わ
れ
る

支
援
の
内
容
と
本
人
の
資
産
な

ど
に
応
じ
て
、
家
庭
裁
判
所
が

決
定
し
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

成
年
後
見
制
度
に
よ
る
支
援

《成年後見制度（２種類）》

法定後見
制度

　すでに判断能力が不十分な方が対象です。家庭裁判所が、
本人に代わって財産管理や契約などの法律行為を行う成年
後見人などを選びます。本人の判断能力に応じて、財産管
理や必要な契約行為、誤って行われた契約の取り消しなど
の支援を受けることができます。

任意後見
制度

　自分に十分な判断能力があるうちに、あらかじめ自分で
任意後見人を決めておき、将来に備えます。自分の判断能
力が不十分な状態になったときに支援が開始されます。

《問合せ・相談窓口》
名称 電話番号

豊岡地域包括支援センター 24-2409
城崎・竹野地域包括支援センター 32-4599
 　〃　　　　　　　　（竹野分室） 47-1425
日高地域包括支援センター 42-0158
出石・但東地域包括支援センター 52-7015
 　〃　　　　　　　　（但東分室） 54-0515
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広
告
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集
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ニ
ュ
ー
ス

4〜5
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ッ
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豊
岡
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く
ら
し
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情
報

20〜25

保
健
行
事

26〜27

図
書
館
・

つ
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い
の
広
場

28〜29

主
な
相
談
・

主
な
行
事

30〜31

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

豊
岡

6〜19

豊
岡
年
金
事
務
所
か
ら

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
は
、
年
金
手
帳
な

ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の

と
身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
代
理
者
の
と
き
は
、
対
象
者

の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号

の
分
か
る
も
の
の
他
、
委
任
状
と

委
任
者
の
印
鑑
、
代
理
者
の
身
分

証
明
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
2
月
9
日（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
2
月
4
日（
月
）、
12
日（
火
）、

18
日（
月
）、
25
日（
月
）

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
一
般
的
な
年
金
相
談

　

☎
0
5
7
0
－
05
－
1
1
6
5

・
0
5
0
で
始
ま
る
電
話
の
方

　

☎
03
－
6
7
0
0
－
1
1
6
5

●
来
訪
年
金
予
約
相
談

　

☎
0
5
7
0
－
05
－
4
8
9
0

・
0
5
0
で
始
ま
る
電
話
の
方

　

☎
03
－
6
6
3
1
－
7
5
2
1

●
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》
豊
岡
年
金
事
務
所　

☎
22
－
0
9
4
8（
音
声
案
内

で
1
番
を
押
し
て
く
だ
さ
い
）

　

市
民
課
☎
21
－
9
0
1
5
ま
た

は
各
振
興
局
市
民
福
祉
課

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

所
が
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

全
て
の
方
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

就
職
や
退
職
な
ど
に
伴
い
必
要
な

届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
受
給

す
る
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
が

少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け
取
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
学
生
か
ら
社
会
人
に
な
る
方

　
（
就
職
す
る
20
歳
以
上
の
方
）

　

会
社
や
官
公
庁
な
ど
に
就
職
す

る
と
、
国
民
年
金
の
種
別
が
第
１

号
被
保
険
者
か
ら
第
２
号
被
保
険

者
に
変
わ
り
ま
す
。
手
続
き
は
勤

務
先
が
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
年

金
手
帳
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
金
手
帳
の
基
礎
年
金
番
号
は
、

公
的
年
金
共
通
の
番
号
で
、
転
職

や
退
職
な
ど
で
加
入
す
る
年
金
制

度
が
移
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

今
春
、
就
職
す
る
20
歳
以
上
の

方
は
、
勤
務
先
で
の
手
続
き
が
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
年
金
手
帳

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

年
金
手
帳
を
紛
失
し
た
方
は
、

豊
岡
年
金
事
務
所
、
市
役
所
市
民

課
ま
た
は
各
振
興
局
市
民
福
祉
課

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■�
退
職
な
ど
下
表
の
場
合
は
届
け

出
が
必
要

　

届
出
先
は
、
市
民
課
ま
た
は
各

振
興
局
市
民
福
祉
課
で
す
。

　

保
険
料
の
学
生
納
付
特
例
や
納

付
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金

を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
受
給
資

格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年

金
額
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
期
間
は
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
す

る
こ
と（
追
納
）が
で
き
ま
す
。
就

職
し
、
生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き
た

ら
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増

や
す
た
め
に
追
納
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

た
だ
し
、
3
年
度
目
以
降
に
追

納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料

額
に
経
過
年
数
に
応
じ
た
加
算
額

が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、

豊
岡
年
金
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

次
世
代
育
成

支
援
の
観
点
か

ら
、
国
民
年
金

第
1
号
被
保
険

者
が
出
産
を
行

っ
た
際
に
は
、
出
産
前
後
の
一
定

期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除

さ
れ
る
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

▼�

対
象　
「
国
民
年
金
第
1
号
被　

保
険
者
」で
出
産
日
が
2
月
1　

日
以
降
の
方

▼
施
行
日　

4
月
1
日

▼�

免
除
期
間　

出
産
予
定
日
ま
た

は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
前
月

か
ら
4
カ
月
間
の
保
険
料
を
免

除　

※
多
胎
妊
娠
の
場
合
、
出

産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属

す
る
月
の
3
カ
月
前
か
ら
6
カ

月
間
の
保
険
料
を
免
除

▼�

届
出
時
期　

出
産
予
定
日
の
6

カ
月
前
か
ら
可　

※
届
出
は
施

行
日（
4
月
）か
ら
可

▼�

届
出
先　

市
民
課
ま
た
は
各
振　

興
局
市
民
福
祉
課

▼�

産
前
産
後
期
間
の
取
扱
い　

産

前
産
後
期
間
と
し
て
認
め
ら
れ

た
期
間
は
、
保
険
料
を
納
付
し

た
も
の
と
し
て
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

会
社
等
に
就
職
す
る
方

退
職
す
る
方
の
届
け
出

学
生
納
付
特
例
・

納
付
猶
予
を
受
け
て
い
た
方

《退職などに伴う届け出》
届け出が必要なとき 年金の種別 届け出に必要なもの

退職したとき
（20歳以上60歳未満の厚生年金・共済年
金加入者）

第２号被保険者
↓

第１号被保険者 ・印鑑
・年金手帳
・資格喪失証明書等（被用
者年金制度の資格喪失日
を証明できるもの）

配偶者に扶養されていたが、配偶者が
厚生年金、共済年金をやめたとき（また
は65歳に到達した） 第３号被保険者

↓
第１号被保険者厚生年金・共済年金加入者の被扶養配

偶者本人の見込み年収額が130万円以上
になるとき

産
前
産
後
期
間
の

保
険
料
が
免
除
に（
４
月
〜
）
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